
 

 

 

 

新入生を迎える「歓迎の言葉」〔尾花沢中学校〕 

 尾花沢市内小中学校では、４月７日（日）に小学 1年生 66名、中学 1年生 84名を迎える入学

式が行われました。昨年度に引き続き、市内中学校の生徒会長による「歓迎の言葉」を、２回に

渡って紹介します。特に、小学生の皆さんに読んでほしいと思います。 

今回は、尾花沢中学校生徒会長、三坂明
あ

日
す

楽
ら

さんの「歓迎の言葉」です。 

尾花沢中学校生徒会長：三坂明日楽さん 

温かく希望に満ちあふれた春を感じるようになりました。新しい制服

を身にまとい、尾花沢中学校での生活に胸を躍らせている 71 名の新入

生の皆さん、ご入学おめでとうございます。皆さんとこれから学校生活

を送ることができることを在校生一同、心から楽しみにしています。 

 皆さんは中学校での生活に対してどんなイメージをもっているでし

ょうか。これから中学校生活について三つお話します。 

 一つ目は「学習」についてです。小学校と大きく違うところは、教科ごとに授業を担当する先生が違

うところです。より専門的になり、各教科で基本から応用まで幅広く学ぶことができます。勉強が苦手

でも先生方が分かりやすく丁寧に教えてくださるので安心してください。他にも、定期テストや実力

テストがあり、目標を決めて友達と高め合いながら学習に励むことができます。最初は慣れるのが大

変だと思いますが、仲間と共に学び合いながら自分の興味や関心を広げていってください。 

 二つ目は、「部活動」についてです。部活動を楽しみにしている人も多いと思います。今年から任意

加入制になりますが、運動部は地区中総体や各大会に向けて、文化部はコンクールに向けて日々の部

活動を頑張っています。私たち在校生は、新入生の皆さんと一緒に活動することをとても楽しみにし

ています。目標達成に向けて共に頑張っていきましょう。 

 三つ目は、「生徒会活動」についてです。尾花沢中学校では、各委員会でさまざまな活動を全校生の

協力のもとで行っています。例えば、執行部を中心に行っている「あいさつかがやき隊」です。隊員を

募り、生徒が自主的に挨拶活動に参加して明るい挨拶を響かせています。また、昨年はＪＲＣ委員会の

発案で能登半島地震の被災者の方に役立ててもらおうと募金活動を行いました。生徒会活動や行事に

積極的に参加し、みんなが過ごしやすいあたたかな尾花沢中学校をつくりあげていきましょう。 

 尾花沢中学校で過ごす三年間はワクワクドキドキの連続です。勉強や部活動、人間関係などさまざ

まな場面で壁にぶつかり悩むこともたくさんあるかもしれません。しかし、皆さんには頼れる先輩や

先生方、そして一番の味方である家族がいます。心配せずにいろんなことにチャレンジし、この三年間

を充実した時間にしてください。皆さんが自分の個性を発揮し、思い出に残る中学校生活を送ること

を心からお祈りし、歓迎の言葉といたします。 

 学校生活への希望がふくらむ内容です。 

新入生を含む、すべてのおばねっ子が楽しく充実した学校生活を送ることができるよう期待

しています。 

明日楽さん、ありがとうございました。 

【担当】尾花沢市教育委員会こども教育課 
教育指導室長 工 藤 雅 史 
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※毎週月曜日発行予定です 

これまでの「輝け！お

ばねっ子」は上のQR

コードからご覧いただ

くことができます 


